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蘇民将来符と九字（四縦五横）符号

山里純

蘇民将来信仰と呪符

①蘇民将来信仰

『備後国風土記」逸文（『釈日本紀」所引）には、次のような蘇民将来説話が掲載され

ている。

昔、北海にいた武塔の神が妻を求めて南海へ行く途中、二人の兄弟に一夜の宿を乞う。

富裕な弟は断わったが、兄の蘇民将来は貧しいながら歓待する。その神は帰途再びこの地

に立ち寄り、蘇民将来の娘を除いて皆悉く滅ぼしてしまう。そしてその娘に「私は速須佐

雄の神だ。これから後の世に疫気があれば、蘇民将来の子孫と称して茅の輪を腰に着けよ。

そうすれば疫病から免れることができる」と告げる。

これは、全国各地の神社で六月三十日の夏越の祓の際に行われる「茅の輪くぐり」（社

殿の前に立てられた茅または藁で編んだ大きな輪をくぐる神事。この輪をくぐれば災厄や

疫病を免れるといわれている）の由来讃として知られている。

また北は青森県から南は長崎県壱岐島に至る各地で、蘇民将来符を門口に吊したり、貼

ったりして疫病除けとしたり、田畑の中に立てて害虫除けとしたりする習俗が今なおみら

れるが、これらも基本的には前掲の説話にもとづくものである。

こうした蘇民将来符は、鎌倉時代末期の「拾芥抄」や江戸時代の随筆等にもみえるが、

各地の遺跡からも出士する。これまで確認されているだけでも、新潟・茨城・静岡・京都

・大阪・兵庫・三重・和歌山・群馬・神奈川・埼玉の各府県の三十余の遺跡から、五十数

点の蘇民将来の呪符木簡が出土している。その片面に「蘇民将来之子孫宅也」「昔蘇民将

来之子孫住宅也」「蘇民将来子徒也」「蘇民将来之子孫人家也」などと墨書されており、中

にはその裏に☆の記号や、「招福門」または、急急如律令」と書いたものや、「九九八十

一」と「八九七十二」（さかさまに書く）を併記したものもある。大半は中世のものであ

るが、古代のものでは、京都市の壬生寺（みぶでら）境内遺跡から出土した、長さ九・二

cm、幅一・五cm、厚さ○・二cmの呪符木簡があり、伴出遺物などから九世紀初頭と推定さ

れている。形状は上部を圭頭にして左右に切り込みを入れ、下部を斜めに切り出している。

切り込み部分には紐状のもので巻いていた痕跡があるというので、あるいは村落の出入り

口に張り渡された綱などに吊り下げていたのかも知れない。「蘇民」の二文字以下は右下

半部が欠損していて不明であるが、木簡の長さ、墨痕跡から推測して「将来子孫也」の文

字が墨書されていた可能性が高い。

従来、蘇民将来符の最古はこの呪符木簡とされてきた。ところが二○○一年に長岡京右

京六条二坊六町の六条条間南小路北側溝から、表裏に「蘇民将来之子孫者」と書かれた小

矩形の蘇民将来符が出土した。この出土事例により、蘇民将来符は長岡京期（七八四～七

九四）にはすでに行われていたことが明かとなった。この小矩形の蘇民将来符には穿孔が

あることから、これに紐を通して首か腕にかけていたことが推定されている。
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②悪石島の蘇民将来符

ところで、トカラ列島の悪石島では旧暦一月六日の「お日待ち」に蘇民将来符が用い

られる。「お日待ち」とは眠らないで日の出を待つ行事で、悪石島の「お日待ち」につい

ては鳥越皓之氏の詳細な報告がある。それによれば、六日の日は朝八時頃から諸準備にと

りかかり、各家からの供出物を日待講が行われる総代の家に運ぶ。夕方近く、四人の神役

は総代の家で風呂に入り、いったん帰宅し、六時半頃に再び総代宅にやってきて拝みを行

うｄ拝みが終わると神役には酒食が振る舞われる。夜九時頃から島の大人が集まってきて、

酒・談合に興じる。十一時頃になるとお札を書く作業が始まる。深夜一時頃になると全員

に「夜中粥」を食べる。ほとんどの人が三時過ぎには帰宅するが、神役は正座したまま日

の出まで勤めを果たさなければならない。太陽が上ると神役は床の間に向かって拝みをな

し、解散する（鳥越皓之『トカラ列島社会の研究」二三二頁、お茶の水書房、一九八二
年)。

前の晩に書いたお札は青年会長がお寺の前の石の上に置いて供えた後、各家庭に配ると
いう。お札は次の二種類である。

蘇民生来子孫繁盛也

蘇民将来の将の字が生の字になっているが、この札は大人から赤子まで－人につき一

枚、すなわち家族全員分が配られ、それを家の桁に並べて貼る（写真)。

天照大日霊尊奉行神道行事運命延長動静善枚

この札は、各戸一枚づつ配られ、部屋に柱に貼る。

これらのお札は、島外へ出て行った人でも「花米」を出した人には配られる。若い人は

ほとんど結婚・就職のため島外で暮らしているため、年とった親が子供の名前で花米を出

してお札を受け取り、送ってあげていることが多い。なお、最近はお札を書くこともなく

すべてコピーですませている。
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③沖縄における蘇民将来符

波上官や普天間宮でも最近から「茅の輪くぐり」の神事を行っているが、沖縄には現在、

蘇民将来符の習慣はみられない。しかしその知識が伝わらなかったわけではない。琉球官

社の歴代神主をつとめた又吉家には、元文五年（一七四○、乾隆五）に、薩摩の諏訪神社

の神主であった井上宮内祐之が、新参利姓の元祖屋嘉比親雲之智安に対して守札の法を授

与したことを示す文書の断片が残っており、その中に次のような「蘇民ノ札」に関する記

載がみえる。

蘇民ノ札正月七日二出之

○吾是蘇民将来之子孫也

したがって、智安が薩摩において蘇民将来符の知識を学んで帰ったことは確かである。

しかし沖縄に蘇民将来符が行われていないのは智安が沖縄に帰ってそれを実践しなかった

のか、実践したものの沖縄社会になじまず定着しなかったのか、どちらかであろう。

寺社の蘇民将来符とは別に、「蘇民将来之子孫也」は一般のまじないにも取り入れられ

ており、石垣市の新本家文書と与那国町の西銘家文書には、「風気悪敷時行之剛、此符文

書首二はけ候得者、只今相去り候由」という説明文が付された次のような呪符が見える。

出土した中世の呪符木簡にも蘇民将来之子孫也の文字の上に五芒星や梵字を書いた例は

あるが、このような符錬を書いたものは珍しい。本土で刊行された「まじない書」の類が

流布していてそれから書き写したものであろうが、それにしても石垣市と与那国町という

遠く離れた地域に、呪符もその説明文も全く同じものが伝わっているのは興味深い。書写

した資料が同じものだったのかも知れない。

なお西銘家文書には、これとは別に「蘇民生来在我家」という呪句も書き留められてい

る。

なお数年前に死去した宮古のトキ（易者）の遺品にはさまざまなお札類が含まれている

が、お札には仕立てられていないが、呪符を書き留めた白紙があり、その中に「傳染病除

け」として「蘇民将来之子孫」の呪句も見えることから、この易者が蘇民将来符を用いて

いた可能性もある。

九字（四縦五横）

九字とは「臨兵闘者皆陳列在前」の九つの文字のことで、陰陽道や修験道の呪法に用い

られることは知られている。四縦五横はそれを符号化したものである。トカラ列島の悪石

島上集落には四縦五横を刻んだ石が二基ある。場所は地図で示したところであるが、それ

ぞれ集落に入る道路の北方と南方の二カ所に置かれている。碑面は集落内に向いているが、

外からの邪悪な物の侵入を防ぐ魔除けの石である。この四縦五横を刻んだ石がいつ誰が置

いたかは今となっては知る人はいない。

今は取り壊されてしまったが、悪石島の坂元新熊氏の家の門柱は上部が九字になって

いたようである。また漁師が海に出て竜巻を見たら、「臨兵闘者皆陳列在前」と唱えなが

ら刃物または指にて切るという民俗事例も報告されているが、そのことは下野敏見氏が紹

介しておられる悪石島に伝わるまじないに関する資料にも出てくる。その「万祭」の祭文
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の中に「急々如律令」の文言も

見える。

奄美諸島に属する喜界島では、

浦原、坂嶺、滝川、中間、島中、

中里の各集落に、石敢當の文字

の下に四縦五横の符号を彫った

ものが見られる。また徳之島で

も、今のところ伊仙町の面縄集

落に限定されるが、そうした符

号を伴った石敢當が散見される。

ただしそこでは石敢當とは書か

れず、「石散當」が一般的であ

る。伊仙町歴史民俗資料館に所

蔵されていりものには「石眼

當」とある。

下野敏見氏は、奄美諸島にお

けるこうした九字の存在を南九

州修験道の影響と考えているよ

災刀

うである。

(やまざとじゅんいち琉球大学法文学部教授）
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